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 1) 認知症病態の in vivo および in vitro モデル系における和漢薬および和漢薬成分の抗認知症作
用と神経保護作用の評価ならびに作用分子機構の解明 
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* 9) 郭青云: 神経ステロイド allopregnanolone の性依存的な⽣合成低下によって発症する ASD
様症状に対する加味逍遥散の改善効果. Toyama Academic GALA 2018, 2018, Sep 14, 富山. 
(ワークショップ) 
 10) 藤原博典, 郭青云, 海老原健, 當銘一文, Suresh Awale, 荒木良太, 矢部武士, 松本欣三: 和漢薬
の薬効を利用した自閉症スペクトラム障害の治療標的分子の探索同定. 第 69 回日本薬理
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 16) Matsumoto K.: An experimental approach from traditional Kampo medicines to developmental 
disorder therapy. The 1st World Conference of Science and Technology of TCM, 2018, Dec 8-9; 
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 17) 松本欣三: 自閉症スペクトラム障害の実験的治療に向けた漢方薬からのアプローチ：神経
ステロイド低下モデルマウスを用いた検討. 第 92 回日本薬理学会年会, 2019, Mar 14-16, 
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 2) 東田道久: The Wakan-yaku Universe 代表・補中益気湯：その現在 (臨床とエビデンス研究)、
過去 (処方構成と理論分析)、未来 (古き智を新しき技で). 第5回漢方医学と生薬講座, 2018, 
Sep 8, 富山. 
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 1) 渡辺志朗 博士: 栄養代謝学分野, 「漢方薬の薬効メディエータに関する研究」および「認
知症の予防治療に資する天然薬食物の開発」, 2013～ 
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とした和漢薬応用法の開発」, 2015～ 
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組みと地域活性化」,2017～ 
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(NMR) 装置を活用した超高解像度マウス脳機能画像解析システムの確立とその疾患モデ
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 6) 松本欣三: 和漢薬研究を科学知化する必要条件：「記憶と心の病と和漢薬」研究を中心に. 
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の認知機能低下に対する黄連解毒湯及び三黄瀉心湯の改善効果. 第 35 回和漢医薬学会学
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程, 2018, 4/27～5/27） 
 外国人客員研究員：Dr. Orawan MONTHAKANTIRAT（タイ・コンケン大学薬学部講師, 2018, 4/27
～5/27） 
 外国人客員研究員：Dr. Supawadee  DAODEE（タイ・コンケン大学薬学部准教授, 2018, 4/27～
5/27） 
 外国人客員研究員：Dr. Yaowared  CHULIKHIT（タイ・コンケン大学薬学部准教授, 2018, 4/27
～5/27） 
 外国人客員研究員：Mr. Rattanathorn Choonong（タイ・コンケン大学薬学部 6 年生, 2018, 8/6～12/7） 





 1) 岡淳一郎 博士: 東京理科大学薬学部, 「糖尿病態で発症する認知障害に対する漢方薬の実験
的治療の研究」および「釣藤散の抗うつ作用および抗認知症作用に関する研究」, 2012～ 
 2) 矢部武士 博士:摂南大学薬学部, 「隔離飼育動物モデルにおけるエピジェネティックな精
神神経性障害の発症機構解明と薬物（和漢薬）制御」, 2014～ 
 3) 野口博司 博士, 梅原薫 博士: 日本薬科大学, 静岡県立大学薬学部, 「Phytoestrogen miroestrol
の抗認知症および抗ストレス作用に関する研究」, 2013～ 
 4) 荒木良太 博士: 摂南大学薬学部, 「精神疾患モデル動物のエピジェネティクス異常に対す
る和漢薬の作用の解析」, 2016～ 
海外  
 1) Yaowared Chulikhit 博士: タイ・コンケン大学薬学部, 「タイ薬用植物の抗認知症効果とそ
の作用機構に関する神経薬理学的研究」, 2010～ 
 2) Supawadee  Daodee 博士: タイ・コンケン大学薬学部, 「タイ薬用植物含有成分の薬物動態
に及ぼす影響」, 2018～ 
 3) Orawan Monthakantirat 博士: タイ・コンケン大学薬学部, 「更年期障害改善活性を有する
タイ薬用植物，ナガエツルノゲイトウに関する分析化学的研究」, 2018～ 
 4) Ms. Charinya Khamphukdee: タイ・コンケン大学薬学部, 「タイ薬用植物，ナガエツルノゲ
イトウの更年期障害改善作用に関する薬理学的研究」, 2018～ 
 5) Mr. Rattanathorn Choonong: タイ・コンケン大学薬学部, 「慢性的軽度ストレスによる認知
機能不全および酸化的脳損傷に対するシャムジンコウAquilaria crassnaの効果に関する研
究」, 2018～ 
 6) Pham Nguiet Thi Hang 博士: ベトナム・国立天然薬物研究所, 「ベトナム薬用植物の認知情
動障害改善作用に関する研究」, 2010～ 
 7) Nguyen Minh Khoi 博士: ベトナム・国立天然薬物研究所, 「ベトナム生薬 Acanthopanax 
gracilistylus W. W. Smith の抗認知症効果とその作用分子機構に関する実験薬理学的研究」, 
2014～ 
 8) Le Thi Xoan 博士: ベトナム・国立天然薬物研究所, 「認知・情動障害の予防治療に資する
ベトナム天然薬物の開発」, 2015～ 
◇研究費取得状況 
 1) 平成 30 年度学長裁量経費, 重点配分・機能強化（東田道久）50 万円 
 2) 平成 29 年度 公益財団法人小林国際奨学財団, 研究助成（代表：藤原博典）「自閉症スペ
クトラム障害の新規発症抑制因子である神経ステロイド allopregnanolone のエピジェネ
ティクス制御および和漢薬作用に関する研究」150 万（2 年目） 
 3) 平成 30 年度共同研究・共同研究推進事業による「共同研究公募」（分担：藤原博典）16
万 
 4) 平成 30 年度学長裁量経費, 部局長リーダーシップ支援経費による論文発表支援（藤原博
典）10 万 
 5) 平成 30 年度学長裁量経費, 部局長リーダーシップ支援経費（藤原 博典）15 万 
◇研究室在籍者 
 薬学部 3 年生：鈴木玲奈， 細貝春香 
 薬学部 4 年生：下平隆文， 安藤慶顕，大島知佳子 
 薬学部 5 年生：小濱寛之 
 大学院修士 1 年：李林煜 
 大学院修士 2 年：郭青云（～平成 30 年 9 月） 
 外国人客員研究員：Ms. Charinya  KHAMPHUKDEE（タイ・コンケン大学薬学部大学院博士課
― 23 ― ― 24 ―
程, 2018, 4/27～5/27） 
 外国人客員研究員：Dr. Orawan MONTHAKANTIRAT（タイ・コンケン大学薬学部講師, 2018, 4/27
～5/27） 
 外国人客員研究員：Dr. Supawadee  DAODEE（タイ・コンケン大学薬学部准教授, 2018, 4/27～
5/27） 
 外国人客員研究員：Dr. Yaowared  CHULIKHIT（タイ・コンケン大学薬学部准教授, 2018, 4/27
～5/27） 
 外国人客員研究員：Mr. Rattanathorn Choonong（タイ・コンケン大学薬学部 6 年生, 2018, 8/6～12/7） 
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神神経性障害の発症機構解明と薬物（和漢薬）制御」, 2014～ 
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